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１．2026年３月期第１四半期の連結業績（2025年４月１日～2025年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期第１四半期 3,367 △5.0 58 △66.4 75 △59.0 51 △60.1
2025年３月期第１四半期 3,544 △7.7 175 △5.8 185 △1.1 128 △0.7

(注)包括利益 2026年３月期第１四半期 46百万円( △61.3％) 2025年３月期第１四半期 120百万円( △48.5％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期第１四半期 10.54 ―
2025年３月期第１四半期 26.44 ―

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年３月期第１四半期 16,376 6,480 39.6
2025年３月期 14,988 6,482 43.2

(参考) 自己資本 2026年３月期第１四半期 6,480百万円 2025年３月期 6,482百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 ― 10.00 ― 10.00 20.00
2026年３月期 ―
2026年３月期(予想) 10.00 ― 10.00 20.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 6,600 0.8 80 28.9 80 30.2 50 32.1 10.27
通期 13,200 1.9 160 ― 160 ― 100 ― 20.54

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ― 社（社名） 、除外 ― 社（社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2026年３月期１Ｑ 5,155,600株 2025年３月期 5,155,600株

② 期末自己株式数 2026年３月期１Ｑ 288,193株 2025年３月期 288,193株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2026年３月期１Ｑ 4,867,407株 2025年３月期１Ｑ 4,867,407株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー ： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的である

と判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予

想の前提となる条件および業績予想のご利用にあたっての注意事項については、四半期決算短信(添付資料)３ペー

ジ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間（2025年４月１日～2025年６月30日）におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善

などにより緩やかな回復基調が見られます。一方、食料品を主に生活必需品の物価上昇による消費者マインドの下

振れの懸念や、米国の関税政策の影響など不確定要素も多く、景気の先行きは依然として不透明な状況にありま

す。また、当社が属する小売業におきましては、消費者の節約志向が一層高まり、価格面を含めた競争が厳しさを

増しています。

このような環境の下、当社グループは当期の基本戦略を「商品力の強化＝価格から価値へ」とし、価格以上の価

値をお客様にお届けすべく開発体制を強化し、顧客満足度の高い商品の提供を目指してまいりました。しかしなが

ら、通信販売事業の売上が計画を下回った結果、当第１四半期連結累計期間における連結売上高は、33億67百万円

（前年同期比5.0％減）、営業利益は58百万円（前年同期比66.4％減）、経常利益は75百万円（前年同期比59.0％

減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は51百万円（前年同期比60.1％減）となりました。

当社グループの報告セグメントの当第１四半期連結累計期間における業績は、次のとおりであります。

① 通信販売事業

通信販売事業におきましては、商品面では、春夏の販売促進商品「ニットパンプス」「厚底スニーカー」「半袖

Ｔシャツ上下セット」の他、400点を超える新商品を投入いたしました。また、販売促進面では、インフルエンサ

ー投稿、ＷＥＢ広告の他、期間限定価格の家計応援キャンペーンを実施し、新規顧客および既存顧客の受注獲得に

努めました。結果、重点販売商品である『立ったまま履ける「ＳＰ－ＯＮ」』は、当期中に３万４千足を販売し発

売来累計10万足に迫る勢いで堅調に推移しました。しかしながら、その他商品につきましては、価格を含めて商品

の価値をお客様に明確に訴求することができず、受注件数は前年同期を下回りました。この結果、売上高は15億61

百万円（前年同期比11.1％減）となりました。利益面は、減収および円安による粗利益率の低下により、セグメン

ト利益は83百万円（前年同期比60.5％減）となりました。

② 店舗販売事業

店舗販売事業におきましては、総合店は前期の岩岡本店食品館リニューアル等の効果により食品を主体に、ま

た、靴専門店は既存店・新店ともに堅調に推移し、売上高は前年同期を上回りました。また、重点販売商品である

「ＳＰ－ＯＮ」は、当期中に１万６千足を販売し発売来累計５万足を突破するなど、靴売上の下支え役を果たしま

した。この結果、売上高は17億56百万円（前年同期比2.1％増）となりました。利益面は、増収およびチラシ配布

の効率化などによって販管費を削減した結果、セグメント利益は94百万円（前年同期比39.9％増）となりました。

③ 卸販売事業

卸販売事業におきましては、一部の主力取引先へのサンダルおよびホームセンター向けスニーカーを主に販売を

伸ばしましたが、その他取引先については前年同期を大きく下回った結果、売上高は49百万円（前年同期比26.3％

減）となりました。利益面は、販管費の削減に努めましたが減収の影響が上回り、セグメント損失は１百万円（前

年同期はセグメント利益４百万円）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

(資産、負債および純資産の状況の分析)

① 資産

流動資産は、前連結会計年度末に比べ14億29百万円増加し、117億46百万円となりました。これは、現金及び預

金が20億72百万円増加し、商品が３億７百万円、売掛金が２億９百万円減少したこと等によるものであります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べ42百万円減少し、46億29百万円となりました。これは、有形固定資産が58

百万円減少したこと等によるものであります。

この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べ13億87百万円増加し、163億76百万円となりました。

② 負債

流動負債は、前連結会計年度末に比べ１億54百万円増加し、36億10百万円となりました。これは、１年内返済予

定の長期借入金が２億14百万円増加し、買掛金が１億81百万円減少したこと等によるものであります。

固定負債は、前連結会計年度末に比べ12億35百万円増加し、62億85百万円となりました。これは、長期借入金が

12億47百万円増加したこと等によるものであります。

この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べ13億89百万円増加し、98億95百万円となりました。

③ 純資産

純資産合計は、前連結会計年度末に比べ１百万円減少し、64億80百万円となりました。これは、その他の包括利

益累計額が４百万円減少したこと等によるものであります。自己資本比率は、前連結会計年度末に比べ3.6ポイン

ト低下し、39.6％となりました。

(キャッシュ・フローの状況の分析)

当第１四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という）の残高は、前連結会計年度

末に比べ16億72百万円増加し、43億53百万円となりました。

当第１四半期連結累計期間における各活動によるキャッシュ・フローの状況は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は、６億77百万円（前年同期比6.5％増）となりました。これは主に、棚卸資産の

減少額４億２百万円、売上債権の減少額２億８百万円によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は、４億５百万円（前年同期比93.3％増）となりました。これは主に、定期預金の

預入による支出20億円、定期預金の払戻による収入16億円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果得られた資金は、14億１百万円（前年同期比0.4％減）となりました。これは主に、長期借入れ

による収入20億円、長期借入金の返済による支出５億38百万円によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

現在の状況を踏まえ、2025年５月14日の決算短信にて発表しました2026年３月期の業績予測を見直した結果、当

該四半期において2026年３月期の連結業績予想を修正しておりません。



ヒラキ株式会社(3059) 2026年３月期 第１四半期決算短信

― 4 ―

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2025年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,480,986 8,553,081

売掛金 769,508 560,032

商品 2,834,965 2,527,835

未着商品 126,169 31,165

貯蔵品 11,254 11,351

その他 100,398 68,654

貸倒引当金 △6,160 △5,130

流動資産合計 10,317,122 11,746,990

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,652,003 1,607,386

土地 2,589,106 2,589,106

その他（純額） 177,596 163,260

有形固定資産合計 4,418,705 4,359,753

無形固定資産 52,135 47,442

投資その他の資産 200,607 222,248

固定資産合計 4,671,448 4,629,444

資産合計 14,988,570 16,376,435

負債の部

流動負債

買掛金 723,490 541,809

1年内返済予定の長期借入金 1,917,616 2,132,024

未払法人税等 25,351 50,773

賞与引当金 102,134 63,909

役員賞与引当金 - 1,250

契約負債 13,707 13,010

その他 673,803 807,977

流動負債合計 3,456,103 3,610,754

固定負債

長期借入金 4,718,307 5,965,604

退職給付に係る負債 201,481 201,831

資産除去債務 54,205 56,513

その他 76,061 61,267

固定負債合計 5,050,055 6,285,217

負債合計 8,506,159 9,895,971
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2025年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 450,452 450,452

資本剰余金 1,148,990 1,148,990

利益剰余金 4,965,282 4,967,904

自己株式 △154,633 △154,633

株主資本合計 6,410,091 6,412,712

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 54,773 54,742

繰延ヘッジ損益 7,919 1,687

為替換算調整勘定 9,627 11,321

その他の包括利益累計額合計 72,320 67,751

純資産合計 6,482,411 6,480,463

負債純資産合計 14,988,570 16,376,435
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2024年４月１日
至 2024年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

売上高 3,544,682 3,367,801

売上原価 1,857,128 1,846,609

売上総利益 1,687,553 1,521,192

販売費及び一般管理費

広告宣伝費及び販売促進費 363,797 361,257

貸倒引当金繰入額 1,632 522

給料手当及び賞与 429,942 423,648

賞与引当金繰入額 67,227 63,909

その他 649,739 612,938

販売費及び一般管理費合計 1,512,338 1,462,276

営業利益 175,215 58,916

営業外収益

受取利息 1,516 3,987

受取配当金 1,412 1,681

為替差益 7,207 10,257

その他 7,492 9,748

営業外収益合計 17,628 25,675

営業外費用

支払利息 6,598 8,612

その他 870 7

営業外費用合計 7,469 8,619

経常利益 185,374 75,971

税金等調整前四半期純利益 185,374 75,971

法人税、住民税及び事業税 75,875 42,974

法人税等調整額 △19,200 △18,298

法人税等合計 56,674 24,675

四半期純利益 128,699 51,295

親会社株主に帰属する四半期純利益 128,699 51,295
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2024年４月１日
至 2024年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

四半期純利益 128,699 51,295

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 9,512 △31

繰延ヘッジ損益 △16,040 △6,232

為替換算調整勘定 △1,545 1,694

その他の包括利益合計 △8,073 △4,569

四半期包括利益 120,626 46,726

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 120,626 46,726

非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2024年４月１日
至 2024年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 185,374 75,971

減価償却費 69,746 68,891

貸倒引当金の増減額（△は減少） △589 △1,030

賞与引当金の増減額（△は減少） △44,010 △38,225

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 1,250 1,250

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 4,104 350

受取利息及び受取配当金 △2,928 △5,668

支払利息 6,598 8,612

為替差損益（△は益） △560 128

売上債権の増減額（△は増加） 228,606 208,803

棚卸資産の増減額（△は増加） 371,343 402,037

仕入債務の増減額（△は減少） △57,053 △180,309

契約負債の増減額（△は減少） △874 △697

その他 △117,280 163,683

小計 643,727 703,798

利息及び配当金の受取額 3,401 6,949

利息の支払額 △7,591 △10,474

法人税等の支払額 △3,444 △22,798

営業活動によるキャッシュ・フロー 636,092 677,475

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △500,000 △2,000,000

定期預金の払戻による収入 300,000 1,600,000

有形固定資産の取得による支出 △10,019 △4,134

投資有価証券の取得による支出 △149 △149

その他 375 △1,215

投資活動によるキャッシュ・フロー △209,794 △405,499

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 2,000,000 2,000,000

長期借入金の返済による支出 △534,203 △538,295

配当金の支払額 △47,087 △47,291

その他 △12,195 △13,131

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,406,513 1,401,281

現金及び現金同等物に係る換算差額 1,735 △1,162

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,834,546 1,672,094

現金及び現金同等物の期首残高 2,860,598 2,680,986

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,695,145 4,353,081
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報）

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 2024年４月１日 至 2024年６月30日)

報告セグメントごとの売上高および利益または損失の金額に関する情報ならびに収益の分解情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額

(注)１

四半期連結損益

計算書計上額

(注)２通信販売事業 店舗販売事業 卸販売事業 計

売上高

外部顧客への売上高 1,757,084 1,720,557 67,040 3,544,682 ― 3,544,682

セグメント間の

内部売上高又は振替高
─ ─ ─ ─ ─ ─

計 1,757,084 1,720,557 67,040 3,544,682 ─ 3,544,682

セグメント利益 211,112 67,323 4,514 282,950 △ 107,734 175,215

(注) １ セグメント利益の調整額△107,734千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、主に現業

支援本部等管理部門に係る一般管理費であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

３ 当社グループの売上高は、受取家賃8,706千円を含み、その他はすべて顧客との契約から認識した収益です。

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 2025年４月１日 至 2025年６月30日)

報告セグメントごとの売上高および利益または損失の金額に関する情報ならびに収益の分解情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額

(注)１

四半期連結損益

計算書計上額

(注)２通信販売事業 店舗販売事業 卸販売事業 計

売上高

外部顧客への売上高 1,561,952 1,756,454 49,394 3,367,801 ― 3,367,801

セグメント間の

内部売上高又は振替高
― ― ― ― ― ―

計 1,561,952 1,756,454 49,394 3,367,801 ― 3,367,801

セグメント利益又は損失（△） 83,483 94,203 △1,273 176,412 △117,496 58,916

(注) １ セグメント利益又は損失（△）の調整額△117,496千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用で

あり、主に現業支援本部等管理部門に係る一般管理費であります。

２ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

３ 当社グループの売上高は、受取家賃8,259千円を含み、その他はすべて顧客との契約から認識した収益です。


